
■落選の意味■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 420号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

先週のご挨拶 

笑恵館 202号室から 102号室への再引っ越しに伴い、住所変更の諸手続きに追われました。 

たった 1文字の変更に奔走することで、住所が氏名より重要なことを痛感しました。 

そして、4/28に勇気を出していづみを訪ねて下さった AHさん、今後ともよろしくお願いします。 

いづみプロジェクトでは、5/14(日)と、5/19(金)の両日に交流イベントを企画していますので、ご期待ください。 

・ 

今週のお誘い 

いよいよ迎えるゴールデンウィークは、僕にとっては集中作業日です。 

連休明けには、3月決算の法人の年次総会がいくつもあって、その準備に追われます。 

外出の予定はほとんどありませんので、気軽に遊びに来てください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：落選の意味 

 

統一地方選挙の投票日、僕は友人の Tさんが、Y町町長選挙で落選する瞬間に立ち会った。 

初めて挑んだ 3 年前の Y 町町議会議員選挙でトップ当選を果たし、その後さまざまな試練を乗り越えた彼女へ

の期待が高まる中、支援者たちの落胆は大きかった。 

もちろん落選は終わりを意味する訳では無いし、4 年後を見据え、まずは休養すべしと支援者たちは口をそろえ

た。 



だが本人の落胆は、落選に対する一時的なものでなく、諦めに近いものに思えたし、僕自身も彼女の勝利を盲

信した自分に気が付いた。 

そしていよいよ落選が確定し、本人からの敗北宣言らしき発現を聞いた後、僕はたまらず「選挙なんかくそく

らえ、落選でやめるのは政治家じゃない」と断じた。 

これは「落選くらいでへこたれるな」ではなく、「落選したからこそやるべき」と言いたかったのだが、その意

味を正確に伝えたいので、もう少し丁寧に説明したい。 

・ 

今回の選挙では SNSのおかげで、大勢の友人たちが各地で立候補することを知っていた。 

当然ながら、彼らの主張はバラバラで、所属団体や政党も様々だが、それは大した問題ではない。 

特に地元の選挙区には多くの友人が立候補していたが、僕は友人としてエールを送ることは有っても、特定の

候補者を支持する気になれなくて、いつも通り白票を投じることとなった。 

つまり、僕には特定の候補を選択して投票することができない。 

政策で選べば良いと他人は言うが、それでは多数の政策を様々なバリエーションで提案する候補者たちの中か

ら、僕の選択パターンに類似する人を選ぶことになってしまう。 

自分と全く同じ考え方の候補者など居るはずもないので、結局は少しでも多くの政策で賛同できる候補者を多

数決で選んでいるにすぎず、僕はこんな選択には耐えられない。 

半数以下の投票率での多数決による妥協をしてでも、一つにまとまりたいと願うコミュニティなど、僕は絶対

に参加したくない。 

・ 

というわけで、僕は選挙をただの人気投票としか考えられないし、それで良いと確信する。 

なので当選者には、「おめでとう、支持者との約束を守って頑張ってください」と祝福すればいいと思う。 

だが落選者には、「票を投じた支持者の期待を裏切らず、次回こそ頑張ってください」で良いのだろうか。 

僕が疑問に思うのは、「次回こそ」が選挙を意味すること。 

つまり、政治家の役割が「当選＝選挙に勝つこと」になっている。 

これは、「大学に合格すること」や「会社に就職すること」によく似ている。 

成功すれば「おめでとう、頑張れ。」と祝福され、失敗すれば「諦めずに頑張れ」と激励される。 

合格した大学で何を学んだのか、就職した会社で何を成したのか、そして当選した公約をどこまで実行できた

のかを問うべきなのに、挑戦そのものばかりが美化されていて、その結果や成果が見えにくい。 

・ 

選挙だけでなく、進学や就職に対する僕の疑問は、社会に対する不満でなく、僕たち自身への警鐘だ。 

本当は、現状の議員が政治家でなく、議員という職業の従事者に過ぎないことを僕は知っているし、その現状

を受け入れ、諦めているのが僕たち自身であることからも、眼をそむけている自分を感じる。 

政治への関心が低く、投票率が低迷する原因は、確かに僕たち自身の無関心によるものだ。 

だが、僕らの仲間を支持しないどころか、嫌悪するような人たちと一緒に暮らしたいとは思えない。 

これは言い換えると、社会を無理やり一つにまとめたいとは思わないということだ。 

投票がそれほど大事なら、餌をぶら下げて釣るのでなく、放棄できないよう義務化すればいいと思う。 

それでも投票しない人は、コミュニティから除名しても良いのではないだろうか。 

・ 

さて、話を本題に戻そう。 

T さんの敗戦の弁は、「もう町民全員から期待されることは目指しません。私は気の合う人たちとやりたいこと

をやっていきたい」というものだった。 

僕はその考え方に賛成だし、政治家はそれで良いとさえ思っている。 



Tさんは、落選することでこのことに気付くことができたのかもしれない。 

活動中の T さんは、対立候補の票を奪うのでなく、多くの浮動票を掘り起こすことでの当選を目指しており、

その手応えは大いに感じられたという。 

もしもそうなっていたとしたら、Y町コミュニティは分断し、楽しい戦いで盛り上がったかもしれない。 

だが投票率は微増にとどまり、変化の起きない現実が、分断と戦いを望まない町民の意思表示だと僕には思え

た。 

選挙結果に抗うのでなく、受け入れることからすべてが始まる。 

自分を落選させる地域などさっさと見捨て、新たな地域社会を作り出すことこそが、政治家の為すべきことだ

と僕は思う。 

 

https://nanoni.co.jp/20230501/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 

（火）05/02 なのに（世田谷）作業日 

（水）05/03 なのに（世田谷）作業日 

（木）05/04 なのに（世田谷）作業日 

（金）05/05 なのに（世田谷）作業日 

（土）05/06 なのに（世田谷）作業日 

 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

（日）05/07 なのに（世田谷）休業日 

 会議◎：10-12時 八島花文化財団理事M_1日（オンライン） 

（月）05/08 なのに（世田谷）休業日 

   診療×：09-10時 M歯科医院（青葉台） 

■今後の予定 

05/09 会議〇：20-21時 LR定例営会議_2火（オンライン） 

05/11 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

05/13 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

05/13 交流◎：09-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

05/14 会議×：10-12時 NPO法人 100smiles年次総会（菊名） 

05/14 交流◎：09-17時 いづみプロジェクト説明会_2金（反町） 

05/14 会議〇：21-22時 八島花文化財団理事MTG_2日（オンライン） 

05/15 会議×：10-12時 HFA定例会_3木（恵比寿） 

05/15 会議〇：14-15時 きぬた女子会MTG_3月（笑恵館） 

05/18 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

05/18 交流◎：18-20時 完全持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

05/18 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

05/19 会議×：10-12時 LRL理事会（反町） 



05/19 会議×：13-15時 OFW年次総会（反町） 

05/21 交流〇：10-12時 祖師谷ウルトラツアー（祖師ヶ谷大蔵） 

05/21 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会（飯能） 

05/21 会議〇：21-22時 八島花文化財団事務局MTG_3日（オンライン） 

05/23 会議〇：20-21時 LR定例営会議_4火（オンライン） 

05/25 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

05/27 交流×：18-20時 住人食事会（笑恵館） 

05/30-06/01 小樽出張 

06/04 会議◎：10-12時 八島花文化財団理事M_1日（オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 

拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 



松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


